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2021 年度末報告書（実⾏団体） 
● 提出⽇ ：令和 4 年 4 ⽉ 14 ⽇ 
● 事業名 ： 多様なコミュニティ形成による地域の居場所と活躍の場の創出 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈佐賀未来創造基⾦ 
● 実⾏団体 ： 特定⾮営利活動法⼈ 唐津環境防災推進機構 KANNE   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： !有 ☐無 
 
 
 
① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 
進捗
状況
＊ 

1．情報発信 ユーチューブを活⽤し
た動画発信数 3 年間 12 回 2023 年 2 ⽉ 

コミュニティ形成のためのツールとしてい
る「虹の松原への興味、関⼼を持ってもら
えるような映像」を⼩出しにすることによ
って、少しでもターゲットに対して興味、
関⼼を持ち続けてもらうようにした。 
・投稿件数のべ 12 件（2020 年度：10 件、
2021 年度 2 件） 
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地元メディア（FM か
らつ）番組配信数 3 年間 12 回 2023 年 2 ⽉ 

効果効的な情報発信のためのコンテンツは
制作できていないが「FM からつ」の協⼒
を得ながら不定期であるが情報発信を⾏な
っている。 

3 

Facebook、ホームペー
ジ更新頻度 週 1 回 2023 年 2 ⽉ 

2021 年度においては、ほぼ毎⽇（平⽇）、
虹の松原の保全活動等の記事を掲載してい
る。 

1 

リーフレット作成数 2 種類 2021 年 5 ⽉ 

当会の活動内容を周知し寄付へつなげるた
めのリーフレットを１種類作成済み。これ
までの営業をもとに、2022 年 6 ⽉に 2 種類
⽬（改訂版）を作成する予定。 

2 

地元商業施設等での普
及啓発展⽰回数 3 回 2023 年 3 ⽉ 

市内⼩学校で虹の松原に関する学習会を開
催しており、これを実施した学校に⽣徒の
作品の貸し出しを依頼して 2021 年 2 ⽉に
『「⾒る」「知る」「感じる」虹の松原作品
展』と題して「唐津市役所」および「まい
づる 999 ショッピングセンター」で開催し
た。 
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２．寄付等の新たな参
加の仕⽅の創出 

地元の⼦どもたちの⼿
作り募⾦箱の設置数 10 か所 2022 年 3 ⽉ 

⼩学⽣に制作してもらうことにしていた
が、コロナにより⼩学校のカリキュラムが
不安定だったが、2022 度以降⼩学校のカリ
キュラムを注視しながら取り組んでいく。 

3 

既成の募⾦箱設置数 30 か所 2022 年 3 ⽉ 現在、16 事業所に 37 個の募⾦箱を設置し
ている。 1 

物品による（書き損じ
はがき、古本）寄付の
企画・提案数 

1 2022 年 3 ⽉ 

書き損じ・未使⽤ハガキや切⼿を当会のメ
ルマガ、チラシ等で呼びかけて回収してい
る。回収箱は 5 事業所に設置していただい
ている。10 名（社）程度から書き損じ・未
使⽤ハガキや切⼿の提供があった。 

1 

キャッシュレス寄付へ
の対応件数 1 2021 年 3 ⽉ 

決済会社「PayPay」を活⽤したキャッシュ
レス寄付対応ができており、実績は少ない
がキャッシュレス寄付を頂いた。 

1 

障がい者就労⽀援事業
所による寄付付き商品
の開発件数 

1 2022 年 3 ⽉ 
コロナ禍により福祉施設等との接触を控えて

いたが、2022 年度中に試作品を検討し、こ
れをもとに事業化に取り組んでいく。 

3 

基⾦の設⽴の実施有無 基⾦設⽴ 2022 年 3 ⽉ 

佐賀未来創造基⾦と協働での 2020 年 10 ⽉
に「虹の松原応援基⾦」を設置することが
できた。すでに、5 件 860,000 円のご寄付
をいただいている。 
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３．ステークホルダー
の交流の場の創出 

虹の松原フェスティバ
ル(仮称)の開催回数 3 年 3 回 2023 年 3 ⽉ 

コロナ禍により開催できていない。そこで
2021 年 3 ⽉に Web 上に仮想博物館「虹の
松原でつながるミュージアム」を開設し
た。https://niji-museum.jp/ 

3 

寄付者が集えるオンラ
インコミュニティの場
の数 

1 つ以上 2023 年 3 ⽉ 

コロナ禍においてどういった仕組みが効果
的かを検討しており様々な活動をオンライ
ンを活⽤したもので対応していくことにし
ている。そこで2021 年度において試⾏的に
オンラインによる虹の松原を紹介した「お
うちで虹の松原散歩」を 6 回開催した。成
果はまだあがっていないが、開催⽅法を検
討してオンラインによるコミュニティの形
成を⽬指している。 

3 

発掘したアンバサダー
数 26⼈ 2023 年 3 ⽉ 

東京にある佐賀ゆかりの飲⾷店を起点とし
て、⾸都圏在住の⽅と繋がりを持つことで
アンバサダーを獲得することにしているが
コロナ禍で実⾏できていない。 

3 

佐賀出⾝等の関東など
都市部での既存の集ま
りにおける PR回数 

3 年 3 回 2023 年 3 ⽉ 
コロナ禍で東京に赴いての PR 活動はでき
ていないが、東京佐賀県⼈会にお願いして
チラシ等の配布を⾏った。 

3 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 

1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の見込み 

2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし ■短期アウトカムの内容 ■短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ■アウトカムの⽬標値 
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3. 活動に関する報告 

当事業の進捗を図るために、当組織に対する関わり⽅が異なった⽅々にインタビューを実施した。その中で虹の松原保全活動への参加した
感想を尋ねると「多くの⽅が参加しているのを⾒ると嬉しくなる」「⼀⼈で黙々と作業するのが好きですが、周りに知っている⼈がいると
安⼼する」などの⾔葉をいただいた。 
⼈は⼈との繋がりを実感できると居⼼地の良さを感じるものであり、その繋がりが薄くても⾃分の居場所だと実感できるものだと確信でき
た。当事業で⽬指しているコミュニティの姿は「虹の松原」が⼈によってその重要度が異なっていても、共通した価値観を持つことによっ
てコミュニティへの帰属意識が持続可能な地域の実現に寄与するものと考える。 
上述とは別に、当事業での対象としていない事業であるが、⼩規模による虹の松原保全活動においてもコミュニティの創出を狙った取り組
みを実施している。 
この活動は、常連の⽅が⼀定数いらっしゃるが、この他にも同数以上の⽅の出⼊りがあり、参加者の浮動は少なからずある。しかも常連の
⽅の中には、皆さんから距離を置いて作業をされる⽅がいらっしゃる。 
このような状態であるが、ある⽇、参加者の⼀⼈から活動開始時間の変更の提案があった。その場に居合わせた⽅から反対意⾒等もあった
が全員納得した形で時間を変更することになった。確かめたことがないが、その場にいた⽅々のほとんどはお互いの名前を知らない関係性
だがちゃんとしたコミュニティとして機能していた。 
このことは、現在、取り組んでいる課題解決に向けた活動は、時間がかかるかもしれないが達成できるものと確信できた。 
他の NPO との共催についてはオンライン開催「おうちで虹の松原さんぽ」が挙げられる。オンラインで繋がるコニュニティを⽬指し、当
法⼈スタッフやボランティアサポーターが虹の松原内よりおさんぽの様⼦をライブ配信を⾏ってきた。松原の現状や⾖知識などを共有して
参加者の関⼼を⾼めるとともに、チャット機能を活⽤してリアルタイムな感想や質問に応え、双⽅向の対話を含んだ活動であり、これまで
6 回、開催している。 
この活動を⼦育て⽀援 NPO と共催で実施した。当組織の弱点である⼦育て世代へのアプローチと⼦育て⽀援 NPO 弱点である SNS を使っ
た事業展開とを克服するために開催した。効果はほとんどみれなかったがコロナの終息が⾒通せない状況では、今後の事業展開にはこのよ
うなことに挑戦していくことが必要だと感じた。 
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6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 

新たなコミュニティを創出するには、⼈が集い、意思疎通を⾏うことが必須である。しかし、コロナ禍において⼈が集うこと会話をするこ
とを躊躇せざるをえない状況になった。しかし⼈は、孤独を恐れ⼈との繋がりを求めるものであるという確信をもって事業を展開してき
た。 
そこで、300 名以上が参加する保全活動においては、できるだけ密を避けるために体温測定は⽴ち⽌まらずに測定できる機材を導⼊した
り、受付での滞留時間を短くするためにQRコードつきの会員カードを発⾏した。 
⼤⼈数による保全活動の実施困難な期間においては、オンラインの zoom を使ったイベントの開催や⼈があまり集まらないように試⾏的に
10〜20⼈規模の少⼈数での活動を開催したりしてきた。 
また、広報に関しても SNS の活⽤の強化を⾏うために、参加者の⽅に利⽤している SNS についてヒアリングを⾏った。SNS の⼀つであ
る「LINE」が世代を問わず多くの⽅が利⽤していることがわかり、2022 年度において「LINE」を使った取り組みを検討したい。 

 
 
③ 広報に関する報告 

1. シンボルマークの使⽤状況 

☐自団体のウェブサイトで表示している  !広報制作物に表示している  
!報告書に表示している !イベント実施時に表示している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（自由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
〇ぴ〜ぷる放送 からトピ（2021 年 4 ⽉ 21 ⽇放送） 
やっかい者のチガヤ退治にあなたの⼒を！ 
（虹の松原除草作業「チガヤバスターズ」） 
http://wpub.people-i.ne.jp/sys/general_broadcast_archives/view/3900【6分 48 秒〜】 
 
〇唐津市ニュース（令和 3 年 4 ⽉ 19⽇〜4 ⽉ 23 ⽇放送）  
虹の松原を美しくチガヤバスターズ 
https://www.youtube.com/watch?v=FyvO4waiDxM【9分 59 秒〜】 
 
〇虹の松原周辺で植物観察会 【佐賀県 唐津市】 
佐賀ニュース サガテレビ 
https://news.yahoo.co.jp/articles/a8f13a475623b9af9eb3c6c53f6f0f32417d9564 
 
〇ぴ〜ぷる放送からとぴ 2021 年 5⽉ 24 ⽇放送【4 分 29 秒〜】 
約 50種の貴重な浜辺の花や⽣物観察 
（虹の松原の植物しらべ） 
http://wpub.people-i.ne.jp/sys/general_broadcast_archives/view/3925 
 
〇唐津市 YouTube（令和 3 年 5⽉ 24 ⽇〜5⽉ 28⽇放送） 
虹の松原植物しらべ 33秒〜 
https://www.youtube.com/watch?v=AxXbIh6KHbM&t=140s 
 
〇唐津市 YouTube  唐津市ニュース（令和 3 年 6⽉ 21 ⽇〜6⽉ 25⽇放送） 
⽩砂⻘松の松原を次世代へ！ 33秒〜2 分 11秒 
https://www.youtube.com/watch?v=SYU1i66umDs 
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〇ぴ〜ぷる放送からとぴ 2021 年 7⽉ 26⽇放送【7分 5 秒〜】 
南⾼⽣｢松葉パウダー｣の可能性など紹介  
（虹の松原保護対策協議会 功労者表彰・活動報告） 
http://wpub.people-i.ne.jp/sys/general_broadcast_archives/view/3963 
 
〇ぴ〜ぷる放送アーカイブスでご覧いただけます。 
2021/10/18 放送 50News【5分 25 秒〜】 
約 300⼈が虹の松原再⽣保全活動に汗 
（Keep Pine Project 虹の松原クリーン⼤作戦） 浜崎森林浴の森公園 
http://wpub.people-i.ne.jp/sys/general_broadcast_archives/view/4040 
 
○【唐津市公式ユーチューブ】 
唐津市ニュース（令和 3 年 11 ⽉ 1 ⽇〜11 ⽉ 5⽇放送） 
2 分 18 秒から虹の松原のキノコさがし 
https://youtu.be/1DS2PsXhjKc 

 
2.広報制作物等 

  パンフレット、募⾦箱に掲載 
3.報告書等 

  なし 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 なし 
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④規程類の整備に関する報告  

1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

☐完了  !整備中 

2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

☐全て公開した !一部未公開 ☐未公開 
→「一部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定日： 

3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

!はい  ☐いいえ	
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
 
 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 

1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

!はい  ☐いいえ	
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 

!はい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置方法（複数選択可）：!内部に窓口を設置  ☐外部に窓口を設置  ☐ JANPIAの窓口を利用 
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3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 

!はい  ☐いいえ	
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

!はい  ☐いいえ	
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

!はい  ☐いいえ	
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

!内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 

 
令和 4年 3 ⽉ 24⽇ 虹の松原応援基⾦ 寄付⾦贈呈式 
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⾮接触受付のためのQRコード会員証の導⼊ 
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体温測定機材の導⼊ 
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書き損じ・未使⽤ハガキ回収BOX 
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オンラインツアー「おうちで虹の松原さんぽ」の配信の様⼦ 


